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左 :く Destroying Rectangles on Canvas〉 750× 630mm,

右 :(Destroゾ ng Rectanges on canvas〉 750× 630mm,

left:〈 Destroying Rectangles on Canvas〉 750× 630mm,

百ght:くDestroying Rectangles on Canvas〉 750× 630mm,

木製パネル/布/顔料/媒剤/黒鉛/密ろう,ベルリン, !975

本製バネル/布/顔料/媒剤/黒鉛/密ろう,ベルリン, 1975

Wooden pand/Cltths/Rgment/Medum/Graphた e/Beeswax,Be‖ h, 1975

Wooden panel/Ooths/Rgment/Medmm/Graphite/Beeswax,Be‖ h, 1975



左 :く W面薔ng over Squares on Canvas〉 1450X1250mm,

右 :く Wr面 ng over Squares on Canvas〉 1450× 1250mm,

left:く W百ung Over Squares on Canvas〉 1450X1250mm,

百ght:くWttUng over Squares on Canvas〉 1450X1250mm,

本製ノ■ル/キャンヴァス/顔料/アクリル,ベルリン, 1976

木製パネル/キャンヴァス/顔料/アクリル,ベルリン, 1976

Wooden panel/Canvas/Pigment/Acり |に reJns,Be面 n, 1976

Wooden pand/Canvas/Pヒ ment/Acり |に reJns,Be‖h, 1976



上 :〈 Destroゾ ng squares on Canvas〉 820× 640mm,木 製ノ■ル/布/顔料/媒剤/黒鉛,ベルリン, 1978

下 :く Destroゾ ng Squares on Canvas〉 750× 600mm,木 製パネル/布/顔料/媒剤/黒鉛,ベルリン, 1978

above:く Dettroメ ng Squares on Canvas〉 820× 640mm,Wooden pand/Ooths/円 gment/Medum/Graphke,Bedin, 1978

bdow:く Destroブ ng Squares on Canvas〉 750× 600mm,Wooden pand/Ooths/円 gment/Medium/Graphtte,Bedin, 1978



靡

くDestroゾ ng Squares on Canvases〉 280× 1847× 52mm× 13個 (展示時,3880× 1847× 52mm),木 /布/顔料/媒剤/黒鉛, 日本, 1986～87

〈Destroブ ng Squares on Canvases〉 280× 1847× 52mm× 131eces(Exhib忙 ′3880× 1847× 52mm),Woods/Ooths/Rgment/Medium/Graphtte,」 apan, 1986～ 87



'70年代の試行と現在
小野皓―の作品について

たにあらた
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東京・府中のアトリエで,小野皓一の代表的な作品を見ているうちに,何か陵

しい思いに駆られた。ボードの表面に,何度も塗り重ねることで成立するスクエ

アな顔料の層が規則正しく並んでいる。しかし,すくに゙分かることだが,それら

スクエアな顔料の層に上からかけられる(描かれる)グラファイト(黒鉛)によっ

て,顔料の層は崩れるように視党化されている。

この方法の詳細は後述するとして,私の念頭には〈消去〉という言葉が浮かび,

間髪を置かずにこういうモチーフをよくした田代幸俊という物故作家に思いが

およんだ。彼は木炭紙などを用いて,こ れをほぼ規則正しいタッチで塗りつぶ

し,そのうえでさいン ンヾ暦によってタッチ面を消していくという一連の作業を作

品化したものである。このシリーズの最初期の発表は'73年9月 の個展だが
,

〈描くこと〉とく消すこと〉の剛直といえるこの表現方法のなかに,この時代の一端

が反映されていたとみてもよtヽ だろう。

しかし,こ れらの表現は結果的には空間化されるが,そこにもうひとつの表現要

素が加わるとすれば、それはく時間〉である。田代はタッチ面を毎 日一定量

(時間)ずつパン暦で消去するという行為を積み重ねて,最終的にタッチ面が

段階的に残存する複数の作品に仕立てた。

田代の時間意識がどのようなものであつたか,今では知る由もないが,より正

しくは“持続する行為の空間化 "ということであったし,それをドローイングという

表現法を媒介に演じようとしたものであつた。

小野はもとよりこうした経緯については知らない。彼は'70年に武蔵野美大を卒

業し,その夏ドイツに渡った。以降 14年間ベルリンに滞在し,ドイツで制作

と発表を続けたのである。

しかし,時代というべきか。小野の渡独後の制作コンセプトはいずれもここでい

うく消去〉のモチーフで埋めつくされている。この内容は,制作メモを中心にド

イツで著した『UNTERSUCHUNGEN』 に詳しいが,マットでスクエアなタッチ

面に上からさらに規則的なタッチを加えていくことによる見え方の変化,ベースと

なるタッチ面を同じにして上にかけるタッチの種類を変えることによる見え方の変

化,独文を一定の単語のみ残してあとは消していくという作業,ベースとなるス

クエアな枠をはみだしてタッチを被せていく作業,最初は完全なスクエアに始

まり段階的に消す行為が強められていく実験 (あるいは消す行為の時間の長

短による見え方の差違)など,おびただしいベーシックな表現の実験が詰まっ

ている。'71～ '79年 までの制作メモだが,その傾向は〈消去〉からやがてく破

壊〉へと概括的にいえば意味内容を変えていくのである。

消去といい破壊といっても,決してそれは無軌道なものではない。マットでスクエ

アなベースとそれにかけられるタッチという原則から派生する多種多様な視覚

の差違`性が少なくとも初期の小野の興味をつき動かしたのである。これだけ

でもミニマリズムを超えようとするモチベーションは見てとれるが,'75年に始まる

小野の代表的シリーズ「Destroyhg Squares on Canvas」 は,先の初期のコ

ンセプトをより明解に構築的t封甲し進めようとしたものである。

制作メモにその由来を辿ると,最初は3ないし4の高さの異なるレリーフ状のス

クエアにほぼ均等なタッチが加えられている。このスクエアは描にとによって生

じる「イリュージョンによる空間性の放棄」に根ざしている。その上にかけられるタ

ッチは規則性をもちながらも有機的で「面を感性化させる」根拠となる。無機と

有機,物質と感覚,幾何要因Ll苗 出要因を分節したのち,両要素をダイレク

トに重ね合わせることで,どちらの要素にもない表現性を見ようとしたのである。

この構築的なあわい(間 )の問題は実に重要だろう。

この実験の段階ではまだ本来的な意味でのく破壊〉には至っていないが,以

降,断続的に展開される「Destrё yhg」 シリーズにおける主要な表現法は,顔

料 (原料は粉末)で,同じ厚さのスクエアな物質面をつくり,2列 目は1分間

のグラファイト(物質面にタッチを施す),3列 目は2分間グラファイトするというよ

うにタッチに時間の規制枠を設けて,物質面が完全に消去するまで行為を繰

り返していくというものである。ちなみに1列 日はタッチのない完全な物質面であ

る。このシリーズで,列数の多い作品は16列に及ぶ ('79～ '81年作)。

こうした平面上の作業に並行して,'80年代に入ると,同 じく時間の規制枠を設

けたなかで展開するにヽくつかのインスタレーションを生んでいる。「Rauminstal

latiOn」 ('81年, ギャラリー・ジアノッツォ, ベノンリン),「 Rauminstanation」

('82年,ギャラリー・ヴェヴェ/L/力 ,ベルソン),「 Aktion Zeit und Materic」

('82年,同ギャラリー),「 TERTI恕」('83～ '84年 ,スカノンプチュアパーク,

ゼーシュテルン)などである。

このうち,'81年のジアノッツォの個展作品は,通常の画廊スペースの中央に

垂直のポールが立てられ,そこから四方の壁に向かってほぼ胸の高さで放射

状にラインが走っている。このラインは12本 ,つ まり放射状に12区分された空

間をつくる。ただこれだけの作品だが,実は画廊地下で,12分割の,階上

と鏡像関係になる空間がつくられ(地下ではラインは描かれたもの),同心円

の二つの円の間に「ブリケッツ」という第二紀層の亜炭のブロックを並べ,こ れ

を一定時間 (1個につき1分間)ずつ叩いて粉砕していくというものである。

'82年のヴェヴェ/L/力 のイ固展のインスタレーションは屋内外で行なわれ,屋外

の発表はブリケッツでつくった'MATERIE"(物質)と いう文字がやはリー定

時間叩にとで粉砕され,粉々になったブリケッツを再度“ZEIT"(時間)という

文字に編成した。屋内では布に包み,放射状に並べた12個入りのブリケッ

ツの列を一定時間(2分間)ずつ粉砕し,最後にその棒状の布を天丼から吊

り下げた。

日本に戻る直前のスカルプチュアパークにおけるインスタレーションは,ブリケ

ッツで“TERTIAR"(第 二期層)という文字をつくり,それを長期間放置した。

'83～ '84年にまたがるこの展示は,最後は文字の痕跡をとどめないほど風化し

ている。

これら一連のインスタレーションに共通するものは,“外部から規制される時

間"である。たしかに現象的にはブリケッツの形態の変容が主要モチニフにな

るが,こ れらのインスタレーションが担う表現の意義は,むしろ“行為の対象

化"の意識である。自らの意識とはまったく無縁といってよい外的時間といラフレ

イムを被せることで,対象となる物質に手を下す行為は,物質の変容に向かっ

て表現することのすべての価値観が還元されてしまうことから脱却し,同時に



作家の表現そのものに対する自意識の過乗kもコントローノンする機能となる。

ポスト・ミニマリズムの時代を担う'70年代アートの特質の一端がここにのぞい

ているとすれば,(つ まるところそうでしかないものの)作品に還元されつくす価値

意識ではなく,むしろその前提に立つ条件にこそ重きはあったのである。
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文頭の時代に戻ると,'73年前後は, 日本ではくもの派〉に続く世代のこのエ

コー/L/に対する検証の最初期に遭遇している。田代のく描にと〉く消すこと〉の

繰り返しの作業も,この時代に必然視された検証の作業と無縁ではない。そし

て,その繰り返しの表現は,少なからず“外部から規制される時間"という節度

をもった。外在化されてある時間を表現のフレイムとして積極的に援用したの

である。

このことは決して日本だけの現象ではなかった。すでにドイツに移り住んで3年

を経過していたイヽ野皓一の目にとまったかどうかはいざしらず,'73年のドイツは

“規制によるドローイング"を時代のトレンドのひとつとしていた。'5o年代後期に

アンフォルメノンの表現者であったW.ゴールは,この年の春,規則正しく描出

された斜線によるドローイングを発表しているし(ペッコロ・ギャラリー,ケノン

ン),アメリカの彫刻家 R。 モリスは目隠しした状態で 3分間,紙の上に上方

から下方に向かうムーヴメントをもったグラファイト(ドローイング)を発表してい

る(ア ート0アンド・プログレス・ギャラリー, デュッセルドルフ)。

タッチの性質における規制 (ゴール)と,描出行為における外的要因 (時間お

よび線の数)による規市1(モリス)。 方法こそ違え,この時代を照身寸する好イ回の例

である。

さらにいえば,この年,李高炊の「点より」「線より」のシリーズの最初の作品が

発表されている(東京画廊)。 くもの派〉としての李を超える最初期の試みとみて

よい。ただし李の「点より」「線より」のシリーズは'71年から模索されている。ま

た,二次元表現の基本的要素にシフトしつつも,時間意識は以上みてきたよ

うな伊1にそく
゛
うものではない。

小野皓一のく描にと〉とく消すこと〉のあくなき繰り返しの文法づくりも,こ うした時

代環境と無縁ではないだろう。

そこでは,こ れまでみてきたような「消去」や「時間律」「規則的ドローイング」と

いつた'70年代のテーゼ以外に,「ポスト・ミニマリズムのマチエールの問題」

から,主として近作に導かれていく「レリーフ絵画」を介しての「立体絵画」にま

でステップを追うことが可能なのである。帰国後の主要シリーズ「Plate

TectOnics」 は,物質としての面とそれをドローイングによって破壊に導く「De‐

stroying」 のシリーズにおける絵画の問題に,一連のインスタレーションで見せ

たドローイングによらない物質の変容のモチーフが加味されており,さらに支

持体まで“断層"という構造変化をきたしている。それはまたレリーフから立体絵

画へのステップを跡づけることになっている。
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およそ主要な作品の展開は以上の通りだが,レリーフによらない作品として

「Writhg‐ Obl■ erathg」 ('82～ '83年)のシリーズがある。これらはテンペラ画

で,単語を描き・消す行為として制作メモのなかで実践されてきたモチーフの

延長とみることが可能である。

これに先立つ'79年の長大なアクリル画は,テンペラ画のシリーズとは異質で,

混沌とした色面上にくっきりと英字の般若心経の一節がプリントされている。こ

の混沌とした色群と経文の関係は,踵を返せば「RauminstaⅡatbn」で見せた

ブリケッツと12区分された空間に対比できよう。作品内部の空間性に関与し

ながら,それらはより強く,作品の外部に備わっている時間。空間と呼応してい

る。作品制作というマテリア/L/に向きあう実務的な作業をより広範な次元で支

える“外部"への意識の反映とみることができる。その“外部"は宇宙的時間意

識や理念に根ざすとともに,芸術家と社会,文化,歴史あるいはポリティックな

課題との関係律を活性化させずにはおかない。

こうした関係のとり方は,小野の場合,剛直で素朴な水準にとどまるものかもし

れない。反面,その姿勢は明解で純度が高い。このことは多分ドイツの風土

と関係する。日本ではとうの昔に一回転し,大半のアーティストの念頭からもま

さに“消去"さ れてしまった問題に関わり,そ れを展開できるということを深いレベ

ノンで支える風土 (環境)が小野の作品には色濃く反映されているのである。20

年近い断絶をもって眺める時,皮肉にもそれはまったく新鮮にすら見えるのであ

る。

もっとも,その間,ニュー・ペインティングの一方の極であったべ/L/リ ン・ニュー

ウェーヴにも遭遇している。ベノンソン美術大学の後輩にはフェッテイングがい

たし,ザローメとも知り合うことになる。マックス・ノイマンとはアトリエが隣り合わせ

だった。

しかし,そ れはそれである。たがいに主義主張,表現の性向が異なるものどう

しが発表の場こそ違え,時代的・環境的に同存できるということ。それを受けとめ

る広く深しV陵があること。小野のポリシーが持続できたのは,そ うした芸術風土

の存在だったといってよい。

小野に限らず,小野以降M「 ツに渡った作家は,すべてではないが少なから

ずそのような芸術風土に遭遇することで優れた作品を生んだ。'70年代半ばに

渡った片瀬和夫 (カッセル,現在も滞在中),植松奎二 (デュッセルドルフ),

'80年代の若江漢字 (ヴッパーター/L/),中 瀬康志 (ベルリン)などが思い起こ

されるところだが,彼らは別イ国の時空間を生き,活動しながら,そこにゆるい共

通項を言忍めることができる。

それはドイツ彫刻・立体の物質的存在感に日本の造形空間意識が反映さ

れ,日 本の土壌とは別な独特のポスト・ミニマリズムの造形空間・感覚を生ん

だということである。この両者の物質や空間tり寸する意識のあわい(間 )の領域

は,双方からみて不思議に親和的で,持続力とヴァリエーショナノンな作品誕

生の温床になっているとみることができる。

小野皓一はその先駆的役割を担った一人であった。



Trials in 1970's and

Recent Condition
Works of Koichi Ono
text by Artta Tani

1-
When 1 looked at some of the most rcPreSentative works by Koichi OnO

at hL studio h Fuchu,Tokyo,Iた lt tt if l were taken back to my de笙

memories in thc Past.On his works,many squtte layers of paint which

are made by layhg paint one after anOther,are arranged h a regular

manner on the board surfacc.  Yet,we soon realizc that the square layers

Of Paint are plarlned to look halirllined by putting graphite Over them.

Hζ work reIImded me of the word“obliterating',and then Of the late

artζt,Yukitoshi Tash±o,who■ lsed to like these mOt市 es.Hc used

charcoal paper,Pahted outた s surface with an ttost reg口 ar tOuch,and

obliterated that touch Of Palnt with crllnbs,and by this wholc PrOcess of

action he used to complete hζ  wor魅。 He first exhわ たed thζ  series at his

onc‐man exhibition in ScPtember,1973.In his sOmewhat obsthate way

Of exPression,that ζ,`っanthg and oЫ iterating',we saw the current tmes

renected in it.

While mOst of these ways of exPression led to a sPatial wOrk,we found that

there was another expression factor:``tlmc''.Tashiro went on ObLterathg

the touch of Pttnt With Crlmbs in a given arca(or a giVen timc)cach day,

and finaly completed several works in which the touch Of Paht was lc食

wたh gradua10ns.

ThOugh thereぶ no knOwhg of how Ttthiro recognized time,it may be

said that hc htended to“ch`』Lge the cd■ tinual actiOn hto a sPatial WOrk',

fOr which the expression methOd Of drawhg was llsed as a medim.

Ono naturaly does not know about these circu「 stances.  Hc graduated

frOm Musashino Art Universtty in 1970,and went to Germany that

sl―er.  Hc stayed there and went on produchg and exhibithg his works

fOr fOllr_teen ycars.

It may be said that the tendency was renected dllring thosc tlmes,but hお

conccPt of wOrk produced in Germany was constantly fined wth the

mot市es of“ obliterating'mentioned here.The details are fOllnd in the

book“UntersuchLngert whch he wrote mainly btted on hζ  worknote and

Published in Gerinanyo ln the book,we find a grcat rnany experrnental

reports on the basic ways of expression: the variation of appearance by

adding anOther rettlar tOllch On the surface covered with matted and

square touch,the vadatbn of appearance by changing only the kind of

touch with the same basic touch,the action of obliterating in which he

leaves Only ccttain words h the German sentence,the actiOn of Putting a

tOuch over the basic square touch,the actiOn of beglrlnlrlg from a perfect

square and graduany intensifyhg the action of oblkerating(in other wOrds,

the variation of apPcarance by the length of tlrne for the action Of

obliterath」 .ThiS ζ based on the worknote■ om 1971‐ 1979,and gener』 y

sPcttg,it suggcsts a tendency to change the conccPt frOm“ Obliterating'

tO `destructlon".

Hζ “obliterathg'and“ destrllction"額 e never dζ ordered.VariOus kinds of

visual differepces which are derived frOrrl a general rule,that is a matted

squtte base ttld a touch laid over them,scem to have attracted his hterest

h his carヶ dayS,We can llnderstand even ttOm th愚 ,hζ mOtivation to get

over m― alism, and also his presentative work, a serics of“ Destroying

Squares on{Canvas''which began ln 1975,shows his lrltention to go ahead

wたh his conccPt in hiS Carヶ da「 mOre cicarly and more cO∬ trllct市 cけ。
When we scek thc PrOCess in his worknote,at first,hc added ttost equal

tOuches on thrce or follr squares like a relief wtth different helghts.Thぶ

square comes from the“relectiOn of spatial■ y based On inllslon'',which ζ

ca“ ed by painthgo The touches are added to k h a regular marlner but

so organic』y that it callscs the``Stlrfacc tO be scnsitive".  After scParating

an organic rrlatter frorrl an horganic onc, Ilateritt froIII senses, and

geometrical factors from express市 e factOrs,he directly put tOgether both

these factors in one.  This was an cxPerlrnent to get a new expressive

effect which can be follnd in neither of theln.The problerrl of the

crossovered corlstruction like this sceⅡ Б to be quite lrnPOrtant。

At this stcP of hiS exPcrlment, he did not yct arrive at the concept

“Destroyh」 'in the strict scnsc of the wOrdo Since then,hc exhib■ ed

intermlttently the serics“ Destroyh」 ',Where the maior way Of expression

was as fouows:In the first layer he made a square substantial surface wtth

the sttne thickness by llsing Paint(POWder_tyPc),and On this surfacc hc Put

the second layer Of graphite,in other words,he touched the first stlrfacc

wたh graphite for a mmute,額 ld“ the third layer,there was a graphite

tOuch oftwo llmutes.Thus,he gave a tlne limit to thc touch and rcPcated

the action over and over till the substantial surface was obliterated

completely.The first surface,by the way,was perfectly substantial w■ hOut

a touch.In thぶ serics,there were works(frOm'79～ '81),whiCh had as

many as 16 1ayers.

2-一

In the 1980's, in addition to thesc two_dlmensional works, he produced

SPatial rstalatiOns which were alsO develoPed within a g市 en tlrne llrnit:

`Rallminstauation"('81, GaⅡ ery Giarlnozzo, BCrlin), “Ral― tanation"

('82, Ganery wewerka, Bcrlh),“ Aktion,Zeit und Materie"('82,ditto),

and``Tertiar''('83-'84,Sculpturc Park,Seestern)are sOmc ofthe cxamples.

Among these,the'81 work atthe Onc_rnan exhibition at Gaucry GiannOzz0

wtt one,h whch hc Put pdc uprightly at the center ofthe Ordhal gtte7

SPaCe and h whch twelve lhes radated ttom thc POle at about the height

Of Ollr breast.The twelve lhes divided the sPace radialy.This ζ』 the

wOrk you scc in the r00m,but in fact,in the basement Ofthe gttery,twelve

divided sPaces were forined, which connected the ones upstairs as if

renected h the rrlrOr.The lines Of the wOrk in the basement were drawn.

Between the two conCentric cむ cics,b10cks of lignlte(“ Brikett"h Germa→

frOm the tertiary werc Placed,and were knocked down to picces in a given

tlme(a rrmutc Pcr a b10Ck)。

The '82 1nstaⅡ ation of the onc_rnan exhibition at Gaucry wewerka, was

shOwn both hdoors and Outdoors.Outdoors,thc German word“MATE‐

RIE"(material)made Of Brikett was aLo knocked down for a g市 en time

and crushed to PicCes. Then the crltthed Brikett was rnade again lrlto the

word“ZEIT'(timc).Inside the hOllse,twelve blocks of Brikctt,which were

wrapped and Placed radiany in a cloth,werc also cr■ lshed one after anOther

fOr a g市en timc(twO I・mutes per block),and finany the cylindrical cloth

bag hllng down frOIIl the cetting.

In the casc of the lnstanation which he madc in the Sculptllrc Pttk just

before corrmg back to japan,the wOrd“ TERTIAR"(the Tertiary)waS

Iladc Of Brikctt and left there fOr a 10ng time. This work had been

displayed for such a long tlrne fronl 1983～ 1984,that it weathered in the

end up to where nO man could find the traces of the letters.

A corrmon factOr Of Ju these rК tanations is“ time limited by the Outside"。

It iS trLle that the mah motives are,as a phenomenOn,the transforinatiOn

Of Brikett,but the ineaning of the cxpression in thesc rstanations is rather

an intention to“ change an action intO an Obicct"・ By putthg an action

to the obicct h an outer frame of time,which has no relation with the

artζ t's htentiOn,it frees a common fault that all the valuc iudgements of

expressive actiOn are directed toward transfOrmation of the rnaterial,and by

that, the attist's too much self_cOnsciOllsness in expression itself is ttLO

controned. If a part Of the feature of the 70's art which rcPreSented the

times of Post_rrmlrnalζ m can be follnd here(in fact,it mllst be fo■lnd here),

they don't attach impottance to the valuc judgements directed illSt tOWard

a work,but to the cOnditlons as a premisc.

3-
Collmg back to the stOry,at arollnd 1973 in Japan,the generation which



fonowed`η暉ing Stickers''jllst began tO insPcCt this group.Tash缶 oプs

rCPCated action Of Panting and obliterating was nOt unrelated with the

inspecting work which was regarded as necessary at that tlme.However,

his rcPcated expressive action was controned, at least, by “a tlrne limit

which ζ regulated ttom the outsidc".Hc made llsc of time limit which

stood outside,rather pOs■ 市ely,as a ttame fOr hお wOrk.

The abovc PhenOmenon was not fOllnd only in Japan,but JLo in Germany

h1973.“Drawng wた h limits"wtt a trend of the times,though there ζ

no tening,Whether Koichi Ono,who had alrea■ 1市ed there fOr threc years,

was aware of it Or noto WoGaul whO was an lnformel artist in the latter

half Of 5o's,cxhibited a drawing by using oЫ ique lines fOnOwing a

regulation(PcccO10 Gttery,動 ),and an American sculptor,RoMbrrζ ,

cxhibited a graphite work(draWh9 0f a movement on a paper■ Om the

top to the bOttom fOr three rrmutes,in a Ыindfolded cOndition(Art and

Progress G』ery,DiisscldorO.

Restriction of nature in touch(Gaul),and restrictiOn of thc exPresSiVe

action by thc outcr factOrs,that ζ,timc and nlunber Of lhc(MOrrb)。

ThOugh they take dfferent methoと ,b∝h tte g00d examples renecthg the

featllre of this PcriOd.

Incdent』 y,n the same ycar,the first wOrk Of the series by Lcc U fan,

“From a Poht"and“From a Linc"was cxhibited(TokyO G』 ery).

This series may be regarded as his first attempt to get over hinelf as a

`″Thing Sticker".  HOwever,hc already began tO groPc his way to the series

“From a Point"and“ From a Line"h1971.]hough he was sllrely tryhg

to apprOach the basic factOrs of a twO_dimens10nal exPressiOn,his conscious_

ness of time dd nOt confOrm the examples above mentioned.

Koihi Ono's attempt to systematレ e hζ repeated actions Of“ Panth」 'and

“oЫiterath」 'お not tOtttly llnrelated to these cOnditions of thζ  Pcriod・

In his casc,h addition to the theses,such as``Obliterating',“ time restric―

tior',and`Tcgulated drawhg'。 f the 1970's,we can fonOw hζ  steps from

the“ PrOblem of material h thc Post_rr― alζr'tO the“ relief Pahting'

which icads to his recent works, 狙d at the end, which icads to the

``threc_dimenslonal Panting'.In“ Plate TectOnics'',hζ  PrinciPal serics after

hお retllrn frOm Germany,we can see that to the problem of painting h the

series“ Destroying',in which a substantial sllrface ζ destrOyed by drawhg,
anOther lnOtif of a substantial transforIIlation not by drawhg,as he showed

in hζ serial instttations,お added.Besides thぶ ,cven a basic material ζ given

such a tra“fOrmation as he c`皿 s“gaPS''・ It ζ a work which fOl10ws hζ  stcPs

frOm reliefs to threc_dimenslonal Panthg。

4-一

Hζ PrhCipal wOrk dcveloPed as stated above,but besides them,there L a

series of`Writhg‐ OЫたcrath」 '(1982～ 1983),whiCh dOCs nOt llsc a relici

These works are a tempera painting produced by the actions Of writing a

word and ObLterating it.  Therefore,they may be said to be 10cated as the

c10ngation of motif which has been practiced in his previolls IIlentiOned

wOrknOteo A large and 10ng acryI Pahtng,which wtt prOduced h 1979,

おdifferent from thぶ series of tempera pahtingo On the cOmpLcatedly

cO10red surface,a verse of the prai五 五‐Pararrllほ ‐sutra ζ prhted cica」y in

En」ζho Looking back at the`Rllunst』 ati∞",the relation betwecn the

complicated cdor grOup and the sutra may be compared with the relatiOn

between the Brikett and the twelve― divided sPaceso  Whtte these cOncern

the SPatiality rside the work,they act stronger in co‐ oPcratiVe with tune

and sPace Outside the wOrk.  Producing a wOrk,which is a practical actiOn

always cOn_fronting a material, can bc rcgarded as a reflectiOn Of inan's

htention towards “outer factOrs''which ζ extended towards greater

dimenslons. Thc``outer factors'',which Orlgnate in the■ lnlversal vicw_

POint Of tlme and idea,never fa」 tO revLalレ e the relatiOnship betwcen an

artist and a society,cultllre,and history,お wen as p。litical issues.

In the casc of Ono,the way of acccPtanCC Of thぶ relationshiP may be

stayng at a stralghtfoⅣard and na市 e level.In Other words,hζ attitude

ζ accurate and ζ high h pllrty.Pcrhaps thお お conflected with the

dimatc h Germany。 ■ ough thtt PrOЫ em made a turn long ago and w郷

“obl■ erated"from the llmd of most artζ ts in Japan,ono stin adheres to

the problem and cOntinues to develoPc it.  HC iS able to do so,owhg to

thc German climate(or,Cnvttorllnent)WhiCh suPPortS him from the bottom

and strOngly renects it in hζ wOrks.TO sce■ wtth a time lag of ncarly

twenty ycars,it is ironical tO say that this probleⅡ l even sccIIIS tO be quite

Mcanwhile, hOwever, hc cxPcriCnced the “Bcrlh new wavc'', the OnC

extreme of the``new Pahting'.Hc knew R.Fctting,hζ  jun10r at Bcrlin

Art Universky,and atto made friends with Sa10meo Max Ne■ lmann was

hふ nextd00r neighbOr h the studiO.If it may be so,mOre impOrtance ζ

attached to the cocxistencc of persons whOse way of thinking and

eXPreSSing are quite different,and who have the placc of activity scParately.

It is also impOrtant that there is a broad and prOfound bosom which acccPtS

an of thenl tOgethero Such an envirOnment of art enables OnO to cling to

his Policy.

Not only OnO,but abo thc artists whO went to Gerrrlany later,not』 ,but
rather many, cncountered this cl士 nate and created excenent works.  For

example,Kazuo Kattse who went there during the mid 70's and who sti且

stays in kassel,Kctti Uematsu(in Dお seldoro,dllring the 80's,kanii Wakac

(Wuppettal)and Yas■lshi Nakasc(Bcdin).ThOugh they live in different

メaCe,at different time,making tt act市 itics scParateり ,We Can find
sOmething COmOn lfl them.

On the grOllnよ of subStantial and exぶ tentJ impressiOn Of German

sculptllre and solid work,the Japanese sense of format市e space was

renected,from which,different frOm the JapaneSe clttlate,a PcCuli額
,

post‐minimalistic vicwPoint Of fOrmative sPaCe was born.The area,where

the serlses of materiaL and sPaces of both collntrics attOin,100ks sO ttiendy

frOm any side,that it can be regarded as the hotbed of the dllraЫ c and

varlatlonal works.

Koichi Ono was ёne of thc PiOneers in this area.



上 :く Dettroゾ ng Large Reaan」 es〉 lo20× 320× 58mm× 12イ回(展示時, 1020× 4335× 58mm),本 /布/顔料/媒剤/黒鉛, 日本, 1988～89

下 :て日ate TeaOnics〉 366× 2055× 90mm× 7イ回 (展示時,2640× 3610× 90mm),木 /布/顔料/媒剤/黒鉛, 日本, 1989

abovё :く Destroメ ng Large Rectan」 es〉 1020× 320× 58mm× 12pbces(Ex‖bit, 1020× 4335× 58mm),Woods/Ooths/Rgment/Medum/Graphite,Japan, 1988～ 89

bdow:く 日ate ttectonics〉 366× 2055× 90mm× 7 1eces(Exttbit′ 2640× 3610× 90mm),Woods/Cloths/Rgment/Medum/Graphite,」 apan, 1989



〈円ate Tettonics〉 588× 928× 90(上 )478× 928× 90(中 )588× 928× 90(下 )mmi木/布/顔料/媒剤/黒鉛, 日本, 1987

〈Plate Tectonics〉 the upper pan:588× 928× 90■ he inside:478× 928× 90the lower pan:588× 928× 90mm,Woods/Cloths/Pigment/Medium/Graphtte,」 apan, 1987



上 :く日ate ttettonics〉 245× 300mm,本 /布/顔料/媒剤, 日本, 1989

下 :く 日ate ttettonics〉 245× 330mm,本 /布/顔料/媒剤, 日本, 1989

above:く Rate ttettonics〉 245× 300mm,Woods/Ooths/日gment/Medium,」 apan, 1989

bdow:〈 日ate ttettonlcs〉 245× 330mm,Woods/Ooths/Rgment/Medum,」 apan, 1989



〈Plate ttectonics〉 1850× 4210× 360mm,

〈Plate ttectonics〉 1850× 4210× 360mm,

木/布/顔料/媒剤, 日本, 1989～90

Woods/Ooths/Rgment/Medum,」 apan, 1989～ 90



′
Jヽ野皓―                    ルリン                      ルフス・カレクヮ 1979(8月 10日 )

1946/                       「シュトッフヴェクセル・K18展 」かンセル          エルンスト・ブーシェ,「ターゲスシュピーゲル」紙,(文

宮城県生まれ                   1983/                      芸欄),ベルリン, 1980(4月 20日 )

1970/                     「自然―象徴―空間/在 %ツ 日本人彫刻家展」ス   ライナー・ハールマン,Fカール・ホーファー協会カタロ

武蔵野美術大学油絵学科卒業           カルプチュアパーク,ゼーシュテルン,デュッセル陶レフ   グ』ベルリンヮ 1981

1977/                     「在ベルリン4人の日本人作家展」ジーメンス社, 日   ハインツ・オーフ,「ターゲスシュピーゲル」紙(文芸

国立ベルリン美術大学フトリヤー教授のもとでマイスタ  本国総領事館主催,ベルリン            欄),ベルリンヮ 1981(7月 17日 )

一クラス卒業                   「平和のための写真展」ヴォルフスブルク,ブラウンシ   ハインツ。オーフ,「ターゲスシュピーゲル」紙(文芸

1977～79/                   ュヴ爾け,ゴスラウその他の諸都市巡回        欄),ベルリンヮ 1981(10月 15日 )

アーティスト・ハウス0ベタニエンで制作         「ァート凝縮展」(ベ ルリン芸術週間)ギャラリー・ヴェ   ミヒャエル・ヌンゲッサー,F在ベルリン外国人作家展』

1980～81/                     ヴェルカより参加, ベルリン               カタロえ ベルリン, 1982

カール・ホーファー協会の奨学生           1984/                      ヴエスベッヒヤー,「フェルバソヽヒャーツァイトンク」紙,フ

1983～84/                  「ァ_卜凝縮展」(ベルリン芸術週間)ギャラリー0ヴェ   エルバソヽハヮ 1982(5月 4日 )

国立ベルリンエ科大学講師(建築学部立体造形研   ヴェルカより参加,ベルリン            ィヴォンヌ・フリードリッヒス/ジルヴィア・ナイスタースヮ

究室)                     1985/                     F自 然一象徴一空間/在 %ツ 日本人彫刻家展』力

1986/                      「秋山画廊 '85」 秋山画廊,東京           夕口舛 デュッセルゆレフ, 1983

武蔵野美術大学造形学部油絵学科講師       1986/                     粛 ―ター・ビーヴァルト,F抗言 '84展』カタロス ベル

「Seven AttisL in Summer'86」 秋山画廊,東京     リンヮ 1984

●個展                     1987/                      ローラント・H.ヴィーゲンシュタイン,「理念一論争―批

1974/                     「スヶッチブ、ンク展」アトリエ西宮,西宮/秋山画廊ヮ東   評」くベルリンRAS放送〉 1984(3月 2日 )

ケルン日本文化会館                京/ベルナール・ジョルダン画廊,パリ(巡回展)    塩田純―,「美術手帖/AR786」東京, 1986

1976/                     第7回たまがわ「自然・ひと。対話展」東京       高島平吾,「Att on the spot/キ ャンバスのなかの時

ギャラリー・フォルカー・スクリマ,ベルリン        1988/                      間,小野皓一〈正方形を壊す〉」「年金と住宅」東京,

1979/                     「'88那須彫刻シンポジウム」栃木           1986(1月 )

ギャラリー・フォア・オルト,ハンブルグ                                  篠田達美,「美術手帖/ART'87」 東京ヮ 1987
1980/                     ●主要関連文献                 千葉茂夫,「東京新聞/季評現代美術」東京ヮ1987

ギャラリー0フリードリッヒシュトラッセ,ベルリン     o著 書                     *F絵 画手帳/スケッチブック展カタログ』発行:ギャラ

1981/                      F探 究1971-79』 ベルリン, 1979            リー・ベルナール・ジョルダン,パリ, 1987
ギャラリー0ジアノッツォ, ベルリン            o個 展カタログ                     *「 インテリア・スペース NQ 3/かたちのオアシス展」,

1982/                    『物質一時間一意識の研究』序文:ライナー・ハール   1987(1月 )

フェルバッハ市文化省,フェルバッハ         マン,発行者:ロ ルフ。ランゲバルテルス,編集:ギャラリ   *『 '88那須彫刻シンポジウム作品集』栃木ヮ 1988
ギャラリー・ヴェヴェルカ, ベルリン            _。 ジァノッツォ, ベルリンヮ 1981             ジャネット・コプロス「アート・イン・アメリカ」誌,ニューヨ

1984/                     F時 間と物質』序文:ローラントOH.ヴィーゲンシュタイン,   ―ク, 1989(2月 )

ギャラリー・ヴェヴェルカ,ベルリン          発行者:ミ ヒャエル・ヴェヴェルカ,編集:ギャラリー・ヴ   *「石巻力ヽまく」紙,石巻,1989(8月 22日 /23日 /24
1985/                     ェヴェルカ,ベルリン, 1982             日)

秋山画廊,東京                 F時 間と物質』序文:ローラント・H.★―ゲンシュタイン,   *「石巻日日新聞」石巻ヮ 1989(8月 23日 )

1987/                     発行者:ミ ヒャエル・ヴェヴェルカ,編集:ギャラリー・ヴ   *「石巻新聞」石巻, 1989(8月 25日 )

秋山画廊,東京                ェヴェルカ,ベルリン, 1984            三井滉,「朝日新聞,宮城版/美術時評」宮城,

1988/                     『′j、野皓一個展/Zett und Matette」 発行:秋山画廊,   1989(9月 19日 )

秋山画廊,東京                   東京ヮ 1985                     (*は 署名のない論文および作品掲載雑誌である)

1989/                     『′j、野皓一個展/Zett und Matette」発行:秋山画廊,

石巻文化センター,宮城              東京, 1987

『小野皓一個展/Zett und Maね 百e」発行:秋山画廊,

●おもな1カレープ展                東京ヮ 1988

1978/                    「′j、野皓一展/時間と物質」序文:太斎惇,新妻健

「ベタニエンハウスの作家たち展」アーティスト。ハウ  悦,跛文:ノ jヽ野皓一,発行:′ jヽ野皓一展実行委員

ス・ベタニエン, ベルリン                会,石巻, 1989

1979/                     o論 文/講演

「絵画・黒一絵画・白展」アーティスト・ハウス,ハンブ  「方法を求めて/Untesuchungen」季刊「武蔵野美

ルグ                      術」NQ70所収,発行:武蔵野美術大学,東京,1987

1981/                     「基調講演」「環境デザインセミナーを終えて(上山良

「ヤング・アート。フォーラム」ヴォルフス・カレク,デュッセ  子,中垣信夫と鼎談)」 F都市のかたち一環境デザイ

ル陶レフ,キール                 ンセミナー総括記録報告書」所収,発行:武蔵野美術

「カール・ホーファー奨学生展」ベルリン        大学,東京, 1990

「アート・ブックス展」フランクフルト芸術協会,フランク  o批 評/作品掲載

フルト                      ハィンツ・オーフ,「ターゲスシュピーゲル」紙(文芸

1982/                   欄),ベルリン,1976(12月 21日 )

「在ベルリン外国人作家展」(ベルリン芸術週間),ベ   マウケ,「ヴォルフス・カレガー。アルゲマイネ」紙,ヴォ



Koichi Ono                            1982′ /                             Design Seminar"― ―tripartite talk with Ryoko Ueyama

1946/                                   “Resident Artists‐ Foreign Artists in Berlin" IBK Art    and Nobuo Nakagaki一 ―̀`Form of Cly"from General

born in Miyagi Prefecture,」 apan                      Days, Berlin                                      Report on the senlinar, published by Musashino Art

1970ノ/                                “Renewal K18"Kassel                      Universiり ,丁okyo,1990

graduated from Department of Painung,Musashino     1983//                                O Comments/Articles

Art University                                  “Nature…Symbol― Space, Japanese Sculptors living in    Heinz Ohff,“ 丁agesspiegel― Feuilleton"Berlin,Dec.21,

1977/                                 Deutschland"Sculpture Park,Seestern,Dttsseldorf     1976

appointment as Master of study at Staatlichen Hoch‐      “Four Japanese Artists in Berlin'' Siemens AG.   Mauke,``Wolfsburger AIlgemeine''Wolfsburg,Aug.10,

schule fttr Bildende Kttnste Berlin                      」apanese Consulate General, Berlin                   1979

1977～79/                      “PhOtO Exhib面 on‐Peacσ 'Wolもburg,Braunschweig,  Ernst Busche,町 agesspbgel‐ Feuilleton"Be‖ in,Apr.

guest of Artist… house Bethanien, Berlin                Goslar                                        20, 1980

1980-81/                            “cOncentrated Art"Gallery Wewerka,Be‖in(Bedin   Rainer Haarmann,“ Catalogue of Ka‖ ‐Hofer¨ Associa¨

scholaship of Ka‖ ‐Hofer…AssodaJon           Att Days)                      JOn"1981

1983～84/                   1984/                    Heinz oh青
,“ 丁agesspiegd… Feuillebn"Be‖ in,」 ul.17,

lecturer at Be‖ in NaJonal lnsutute Of ttechnology    “Concentrated Art"Gallery Wewerka,Bedin(Be‖ in   1981

(Soild&Forming Seminar,Department of Architec‐     Art Days)                              Heinz ohff,“ 丁agesspiegel― Feuilleton''Berlin,Oct.15,

ture)                    1985/                   1981

1986～/                              “Akiyama Galiery'85"Akiyama Gallery,丁 okyo       Michael Nungesser,“ Resident Artists¨ Foreign Artists

lecturer at Department of Painting, Musashino Art     1986/                                 in Berlin, 1982

Un市ersity                               “seven Artists in Summer '86'' Akiyama Gallery,   WeSbecher,“ Fellbacher Zeitung"May,4,1982

丁okyo                                Yvonne Friedttchs,Sil宙 a Neysters,“ Nature… Symboト

0 0ne‐ Man Exhib:tions                       1987′ /′                               space/」apanese Sculptors i市 ing in Deutschland"

1974ノ/                            “SketchbooF Atelier Nishinomiya,Nishinomiya′/     (cOmment in catalogue)preface by Hans Albert
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